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１）「Japan Knowledge」とは？ 

２）どこから利用するの？ 

３）検索窓にキーワードを入力し検索する 

 

百科事典・辞書・ニュース・学術サイト URL 集など

を集積したデータベースで、簡単に用語検索するこ

とができます。また、信頼性の高い項目を一括検索

するだけではなく、印刷物ではできない複数の辞書・

事典を横断的に検索することが可能です。 

学内から利用する場合は、学内のパソコンか

らアクセスするか、個人で所有している端末

を学内の無線 LAN「Hokusei-Web」に接続す

ることで利用できます。 

図書館ホームページ⇒ 

https://opac.hokusei.ac.jp/ 

 より詳細に条件を設定する場合は、 

「詳細（個別）検索」から検索します。 

ポイント 

 

ポイント 

同時に４人まで利用できます。 学外から利用する場合は、助太刀くんの

SV005 で解説している「VPN 接続サービ

ス」を利用してください。 

検索窓に検索語を入力し、「検索ボタン」

を押します。 

詳細（個別）検索では、AND・OR・NOT

検索や検索語の一致方式の選択、コンテン

ツの絞り込みをすることができます。 

詳しくは、4 ページの「便利な機能③」で

解説しています。 

https://opac.hokusei.ac.jp/
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■検索する 

■検索結果を見る 

■詳細を表示する 

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

４）検索結果を見る 

５）利用が終わったら 

利用が終わったら、必ず画面上部にある「     」ボタンを押して 

終了しましょう。 

 ログアウトを押さないと、

次の人が利用できません。 

ポイント 

 

ポイント 

「スニペット」ボタンを押すと本文が非表

示となり、「項目名のみ」が表示されます。 

 

①本文の右側にある「Knowledge Searcher」ボタンを

押し、ピンク色に変化したことを確認する。 

②調べたいキーワードを「ドラッグ（選択）」する。 

③表示された検索結果を「選択」する。 

④本文ページが表示される。 

※表示された本文を再検索することもできます。 

「Knowledge Searcher」の使い方 

① 

② 

③ 

④ 

 

ポイント 

「Knowledge Searcher」を使用すると、

本文テキストにある文字を即座に検索して

調べることができます。 
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便利な機能① ～「引用元挿入機能」を使う 

便利な機能② ～基本検索で「AND検索」をする 

本文の右側にある「引用元挿入機能」を選択した状態で本文をコピーし、Word などに貼り付けると

本文の下に引用元の情報も一緒に貼り付けされる機能です。 

①本文右側にある「引用元挿入機能」ボタンを押し、

ピンク色に変化したことを確認する。 

「引用元挿入機能」の使い方 

②本文を選択し、コピーする。 

③ポップアップが表示された場合は、「OK」を押す。 

※ブラウザにより表示は異なります。 

④Word などに貼り付けると、自動的に引用元の情報が

本文と一緒に挿入される。 

① 

② 

③ 

④ 

※「Knowledge Searcher」と「引用元挿入機能」を 

同時に利用することはできません。 

 

大学図書館 

例えば、基本検索窓に「大学図書館」と入力し

検索すると「大学図書館」という一語が検索さ

れます。 

検索結果が８件しか表示されません。 

「大学」と「図書館」の間にスペースを入力し

検索すると、「附属」など、単語間に違う文字

が入る言葉も検索されます。 

 

検索結果が 18 件に増えました。 

大学 図書館 
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便利な機能③ ～「詳細（個別）検索」をする 

 

おまけ ～電子書籍を利用する～ 

AND 検索（いずれの文字列も含む検索） 

（例）「大学 かつ（AND） 図書館」…大学と図書館の両方が含まれる（前頁参照） 

OR 検索（いずれかの文字列を含む検索） 

（例）「大学 または（OR） 図書館」…大学もしくは図書館が含まれる 

NOT 検索（特定文字列を含まない検索） 

（例）「大学 次を含まない（NOT） 図書館」…大学はあるが、図書館は含まない 

メニューにある「本棚」ボタンを押すと、Japan Knowledge 内で読める電子書籍が表示されます。 

JapanKnowledge の「詳細（個別）検索」では、検索範囲を「全文」にすることで AND, OR, NOT

検索の力が発揮されます。また、最大３つまで条件を設定することができます。 

 

検索範囲の条件を「全文」と「見出し」で組み合わせることも可能です。 

 

一部の電子書籍では、2 ページ目で紹介した「Knowledge Searcher」を利用することができるので、 

本を読んでいる最中に、わからない単語があった際は、その場で意味を調べることができます。 


